
令和３年度外部評価　事業評価シート
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所属

【実施状況】
●会員数

●活動件数
　

●講習会実施回数　５回

●講習会全体の参加率　31.0％

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のために３回の講習会を中止しました。
　

●講習会周知方法

ファミサポだより　４回
個別通知（フォローアップ講習会のご案内）

1 事業名 ファミリー・サポート・センター事業

子育て健康部子育て支援課子育て支援係 事業開始年度 平成14年度

事業
内容

会員の募集、登録を行い、提供会員と依頼会員の相互援助活動の調整、研修等を実施してい
ます。

目的
育児に関する援助を提供したい者（提供会員）及び援助を依頼したい者（依頼会員）を会員とし
て組織し、会員相互の育児に関する援助活動(小学校６年生以下の児童を対象としています。)
により、地域の子育て支援を行います。

根拠
法令等 児童福祉法第21条の９、ファミリー・サポート・センター事業実施要綱

関連
事業

保育園事業、児童クラブ事業

活
動
実
績

令和
２

年度

依頼会員　725人、提供会員　64人、両方会員　45人　　合計　834人
　※両方会員（依頼と提供を兼ねてどちらも行う会員）

3,266件（新型コロナウイルス感染症の影響で件数が減少）
・よく利用されている活動内容
　子どもの習い事等の場合の援助　 　1,760回　54％
　保育園･幼稚園･認定こども園の送迎　738回　23％

①フォローアップ講習会　9/17（木）・11/10（火）・2/3（水）他1回中止
　※必須の緊急救命及び事故防止講習等のフォローアップをする講習を実施

②交流会　11/17（火）他1回中止

　※提供会員と依頼会員相互の交流を実施

③研修会　2/18（木）他１回中止

　※子どもに関する基礎的な知識を得るために行う各種研修を実施

①フォローアップ講習会参加率　20.0％
②交流会参加率　35.7％
③研修会参加率　50.0％
※参加率はいずれも定員枠に対する参加者の割合

平成
31

年度

・活動件数　3,876件
・講習会実施回数　４回（交流会、研修会）
・講習会全体の参加率　24.8％（交流会26.2％、研修会22.9％）
・講習会周知方法　ファミサポだより　４回

平成
30

年度

・活動件数　3,865件
・講習会実施回数　４回（交流会、研修会）
・講習会全体参加率　23.4％（交流会18.2％、研修会28.8％）
・講習会周知方法　ファミサポだより　４回

改善取組
(これまでの改善内容)

・令和２年度は、フォローアップ講習会を開始（個別通知を実施）しました。
・令和３年度は、２４時間講習（国が示す援助活動のための24時間分の講習を５年間を
目安に受講してもらう）を開始し、講習会開催数を増やしました。

【事業費】
No 令和2年度
① 事業費（決算額） （千円） 4,855

3,146
185
359
592
573

人件費（従事職員数×6,300千円） 6,300
従事職員数 (人) 1.0

③ 総事業費（①＋②）　　　　　 　            　(千円) 11,155
一般財源 (千円) 7,983

(千円) 3,172
　　　　　財源合計　　　　　　          　　　　　　　　(千円) 11,155

【活動指標】

【課題】

【論点】

提供・両方会員の講習会参加率
（講習会の定員枠に対する参加者の割合）

令和２年度 令和３年度 令和４年度

31.0% 50.0% 60.0%

年間事業費等
の推移

【成果指標】

援助活動中の重大事故件数

令和２年度 令和３年度 令和４年度

0件 0件 0件

区分 平成30年度 平成31年度
4,755 4,329

事
業
費
内
訳

賃金 3,684 3,194
報償費（講師等謝礼） 269 229
需用費（事業用消耗品） 111 103

11,055 10,629

役務費（保険料） 457 556
その他（研修旅費等） 234 247

特定財源（　　　　　　　　など） 2,260 2,666
11,055 10,629

②
6,300 6,300

1.0 1.0

課題

活動実績・事業成果等を踏まえて記入
　子育ての手助けを必要とする依頼会員のニーズに今後も確実に応えていくためには、
提供・両方会員の質の維持・向上を図ることが不可欠です。令和２年度よりフォローアッ
プ講習を開始し、また令和３年度より２４時間講習を開始しました。しかし、講習会参加者
が少ない状況にあるため、いかに多くの会員に受講していただくかが課題となっていま
す。

外部評価での
論点

提供・両方会員の援助活動する中で学びたい講習内容や参加しやすい日程など開催
方法を工夫することで会員の講習会参加を促し、援助活動の質の維持・向上を図りたい
と考えます。

財源内訳
8,795 7,963
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